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狛江が農村地帯だったころ、新年を祝う昔ながらの
風習が代々受け継がれてきたが、都市化に従って
次第に薄れてきた。しかし、いまも市内の神社
やお寺へ初詣に訪れる人も多く、また伝統を大
切に守っている家も見ることができる。小正月
の行事のどんど焼きは、狛江では「セイノカミ」
と呼ばれ、子どもたちが各所で行っていた。しか
し、田畑が宅地に変わるにつれて次々と姿を消し、現

在は多摩川河川敷でボーイスカウトによって催されてい
る（ことしは１月13日午前10時から）。戦後に
全国各地で始まった成人式は、狛江でも「成人
をお祝いするつどい」などの名称で小学校や
中学校、福祉会館（現・西河原公民館）など
会場を移しながら「成人の日」に催されてきた。
10年前からは新成人が企画・運営を担当、エコ

ルマホールの会場でなごやかに交流が行われる。

予算の割り振りに苦労
大場悠さん(21歳・和泉本町)の話　平
成19年の成人式の実行委員として、新
成人９人が９月から企画から準備、当日の
司会や運営まで担当しました。一部の式
典に続いて、二部はクイズ大会、アトラ
クション、ビデオレターなどです。出席者
が一体感を持てるよう舞台に上がってもら
うなどの工夫をしました。決められた予算
を、抽選会やパーティー、ビデオレター
などに割り振る作業はいろんな意見が出
て、まとめるのがひと苦労でしたが、すご
く勉強になりましたね。ビデオレターを作
るため、市内に住んでいる全然面識がな
いタレントに取材に行ったことがいい思い
出です。

学校が会場になった成人式
岡本冏一さん(72歳・川崎市麻生区細
山)の話　昭和44年まで町（当時）の教
育委員会で社会教育を担当していました。
成人式も受け持ちましたが、会場には狛
江第一小学校や中学校（現・一中）を使
いました。ほかに適当なところがなかった
のです。41年は新築された狛江中の体
育館で、式典に続いて国立国会図書館長
の講演をしました。会場は暖房もあんま
りなくて、寒かったですが、みな静かに
聞いてくれました。いまと違って、式は
厳粛な雰囲気でしたね。当時から女性は
振りそで、男性もスーツが多かったです。
新成人には、このとき朱肉セットを贈りま
したが、この記念品選びにけっこう苦労し

ました。式の内容は、青年学級の人たち
から意見も聴いたりして考えました。

写真提供・取材協力＝秋元キサ、荒井千恵子、
荒井達雄、本橋久那、岡本冏一、大場悠、大
関路恵、栗山祥夫（順不同・敬称略）資料＝『狛
江町広報』『萌動』（狛江市）

３が日は働いてはいけない
秋元キサさん（83歳・駒井町)の話　
中和泉の実家では、お雑煮は濃いめの
すまし汁にダイコン、ニンジン、サトイ
モ、青菜、ネギ、油揚げなどその
時にあるものを入れて作ってい
ました。おせちには、きんと
ん、ごまめ、こぶ
巻き、コンニャク、
ダイコン、ちくわ
などが入っていま
した。歳神様を
飾ったりする正月
の準備は主人の役
目で、雑煮も男の
人が作る家もあっ
たけど、うちでは
女性が作ってまし
たよ。しめ縄も農

家では自分で作って、カマドや井戸など
何カ所にも飾りました。
正月は親類が集まってお祝いするんで
す。子ども同士で遊んだけど、兄弟が
10人以上という家も珍しくなくて、それ

はにぎやかでしたよ。3が日は働
いてはいけないと言われてい
て、掃除もしませんでした。
大みそかには「年越しそば」

を食べたけど、実は家で打った
うどんでした。

元日の朝からお客さんの列

荒井千恵子さん（78歳・東和泉)の話
　昭和27年に調布から銀行町にあった
丸甚呉服店へ嫁入りしました。着物やふ
とんのほか、洋品やたびなども扱ってい
ました。元日も朝から営業しましたが、
雨戸を開けると、もうお客さんが並んで
いるんです。近所のお店は大みそかまで

忙しくて、正月の準備どころじゃありま
せんでした。それで元日の朝に着物なん
かを買いにきたんです。こちらはもう忙
しくて、ゆっくりお正月を祝うなんてわ
けにはいきませんでした。正月のやぶ入
りも、２人いた丁稚さんは15日と16日
に休みましたが、私はなかなか実家に帰
れませんでした。

50銭ぐらいだったお年玉

荒井達雄さん（76歳・中和泉)の話　私
は丸甚呉服店の生まれです。正月はお客
に手ぬぐいを配るんですが、暮れは夜中
の２時、３時までかかって手ぬぐいを折り
ました。戦争中は小学生でした。食料が
配給になりましたが、お雑煮だけは食べ
ました。お年玉ももらいましたが、たし
か50銭ぐらいでした。正月の３日間はた
こ揚げやコマ回しをして遊びました。セ
イノカミも楽しみでした。

楽しかった子どもたちの行事
本橋久那さん(73歳・東和泉)の
話　昭和22年ごろ、私は中学生で
したが、銀行町の子ども10人から
15人ぐらいでセイノカミをやりま
した。七草が過ぎたころ、商店を
回ってお飾りや菓子、おひねり（お
金）をもらいました。家が商店の
子が多いので、竹やわらは農家か
らもらって銀行町の南東側の田んぼに、
２日ぐらいかけて組み立てました。で
きあがると中に数人入って、火をたい
て菓子を食べたりして遊びました。小
屋は10日過ぎに燃やしました。
戦争中もやっていましたが、お正月
の楽しみでした。戦争中はもちろん、
戦後も食糧難でなにもないし、お年玉
をもらったって、買うものがな
い。駄菓子屋でアメ玉を買う
ぐらいだったんです。

2007年

アトラクションで盛り上がる新成人

むいから民家園は元日に開園、昔のお正月の雰囲気が味わえる

泉龍寺に残る文書
を元に再現した安
政４（1857）年
の信者用の雑煮。
実はダイコンとニ
ンジンだけ

1966年

新築の狛江中体育館で催された成人式

新成人
1967年

正月の行事
幸願い受け継ぐ伝統の行事

むいから民家園 田んぼの中に自分たちで作ったどんど焼きの小
屋に入って遊ぶ子どもたち。後方が銀行町

2005年

駒井町のどんど焼き。40年ほど
前まで各集落で行われたが、姿

を消した。その後、約20
年前に地元の駒美会に
よって復活、多摩川
の河川敷で10年ぐら

いの間続けられた。

第一小体育館で催された成人式

晴れ着に身を包み
狛江中学の校庭

に集まった新成人
たち

1990年ごろ

昭和20年代銀行町 1990年ごろ

駒井町

お正月

どんど焼き

成人式


